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投手の2塁への牽制球が悪送球となり、ホームランラインを越えた時の処置

　ホームランラインを引かれた大会会場において、投手(野手)の2塁への牽制球が、悪送球となりホームランラインを越えた場合の処置について明記いたします。
記

投手の2塁への牽制球が悪送球となり、ホームランラインを越えボールデッドとなった場合(悪送球をその他の野手が触れた、触れないは問わない)は、投手板を踏んだ状態(投手)、投手板を外した状態(野手)を問わず、悪送球がなされた時の各走者の位置を基準として、塁上の全ての走者に2個の安全進塁を認めるものとする。

但し、１塁と３塁への牽制球が悪送球となりボールデッドとなった場合は、公認野球規則に準ずるものとして、悪送球がなされた時の各走者の位置を基準として、投手板を踏んだ状態(投手)は１個の安全進塁、投手板を外した状態(野手)2個の安全進塁を全ての走者に認めるものとする。5.06(b)(4)(G)、5.06(b)(4)(H)　5.07(e)
【注】打球に対してのホームランラインについての処置については、審判部通達第１号　｢外野フェンスの無いホームランライン際でのプレイの処置について｣を参照すること。

【注】捕手からの各塁への送球が悪送球となり、ホームランラインを超えてボールデッドとなった場合(悪送球をその他の野手が触れた、触れないは問わない)も、悪送球がなされた時の各走者の位置を基準として、塁上の全ての走者に2個の安全進塁を認めるものとする。

【注】KSBLの全ての大会に適用される。
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